
本年累計 11人 2件 死亡災害報告による

前年同期 14人 3件

災害発生年月 業種 事故の型 起因物

1 平成31年4月 飲食店 墜落、転落 建築物、構築物

2 令和元年5月 機械器具設置工事業 墜落、転落 足場

3 令和元年6月 港湾荷役業 はさまれ 移動式クレーン

4 令和元年6月 建設設備工事業 墜落、転落 足場

5 令和元年7月 建築工事業 墜落、転落 作業床、歩み板

6 令和元年7月 道路建設工事業
高温・低温
の物との接

触
高温・低温環境

7 令和元年9月 一般貨物自動車運送業
交通事故
（道路）

トラック

8 令和元年10月 造船業 はさまれ 高所作業車

9 令和元年11月 その他の廃棄物処理業
交通事故
（道路）

トラック

10 令和元年11月 漁業
はさまれ、
巻き込まれ

ウインチ

11 令和元年12月 上下水道工事業 崩壊、倒壊 地山

下水道工事現場で幅0.95m、深さ1.6mの溝を掘削、溝内作業のため土止め支保
工の矢板を打ち込むのに邪魔になる石が転がっていたため、石を取り除こう
と溝内に入ったところ、側壁の土砂が高さ1m、長さ2.8m、奥行き0.7mにわ
たって崩落し、生き埋めになり死亡した。

底引き網漁を行っていた漁船において、網を引き揚げるためウインチを巻く
際にロープが偏らないよう鉄の棒でガイドしていた作業員が倒れているとこ
ろを発見された。足が巻き込まれ転倒した時に首を強打したことが死因と推
定される。

ごみの収集運搬で塵芥車で移動中、トンネル内で縁石や壁などに衝突し多発
性外傷が原因で死亡した。

アスファルト舗装工事現場において、路盤の転圧作業、アスファルト乳剤の
散布作業及び表層の敷き均し後のふるいによる目潰し作業を行っていた被災
者が体調不良を訴え、作業を中断してトラックの運転席で休んでいたが意識
がなくなり、病院に搬送されるも、翌日死亡した。

大阪府泉佐野市から広島市内に向けて国道２号線（片側２車線道路の左側）
をトラックで走行中、左ガードレールに接触し側道にそれ、道路沿いにある
店舗入り口付近に衝突し死亡した。

令和元年 死亡災害速報
内交通事故

災害の概要

ラジオアンテナ塗替作業用足場を解体し、ウィンチを使って足場部材を下ろ
そうと、被災者が高さ約40ｍの個所でワイヤーロープ用シーブを取り付けた
ブラケットの向きを変えようとした際、ブラケットを取り付けた門型枠の１
層下の北側接合部が外れ、被災者が乗った足場が吊り荷（約160kg）側に傾
き、当該門型枠の安全帯のフックを取り付けていた被災者が足場とともに地
上に墜落し死亡した。

工場２階の資材置場からクレーン（テルハ（１t））を用いて加工機械を１階
へ荷降し作業中、加工機械が倒れ、その反動で機械を支えていた被災者がバ
ランスを崩し、手すりの隙間から約８ｍ下の１階に墜落し死亡した。

高さ４ｍの足場上で階上の機器の架台補強工事で使用した養生シートの片付
け作業において、被災者が足場から床面へ降りようと移動していたところ足
を滑らせて転落し死亡した。

移動式クレーンで船舶から石炭を荷揚げしていたところ、被災者が移動式ク
レーンの旋回体とクローラーにはさまれ死亡した。

店舗の広告塔を設置するため、被災者らが高さ12ｍの支柱（木製）に上り、
移動式クレーンで吊り上げられた木製のパネル（1枚150kg）を支柱に取り付
ける作業を行っていたところ、支柱から地上に墜落し死亡した。

新造船（フェリー）の船内車両甲板を塗装する前工程として、車両甲板天井
の梁部を研磨するため、被災者が単独で高所作業車の作業床に乗り、作業床
上の操作盤を操作していたところ、操作盤と車両甲板の天井の梁との間に挟
まれ、死亡した。


